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北タイ男性工場労働者の性関係と

コンドーム使用に関する考察
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目的 本稿では，タイ北部の工業団地で働く若年男性工場労働者の性関係とコンドーム使用の状

況を質的に調査・分析し，彼らの HIV 感染リスクの状況を明らかにすることを試みた。

方法 1997年 6 月から2000年 3 月までに合計13か月，工業団地近辺でフィールドワークを断続的

に行った。男性工場労働者27人を対象に，エイズの知識と認識，HIV 感染予防行動，性関

係など，HIV 感染リスクに関する質的データを，半構造式の個人インタビューによって収

集した。

結果 調査参加者は，工業団地での定職の獲得と社会的地位の向上などの生活の変容により，勤

勉で品行のよい工場労働者という肯定的な自己イメージを形成していた。また，恋人や妻を

得ることで性生活も安定し買春を行っている人はいなかった。調査参加者のエイズに関する

知識は正確であった。彼らは，リスク・グループに対し「貧困」，「教育のない」，「性的放縦」

という否定的なイメージをもっているのに対し，自分自身には「経済的に安定した」，「教育

のある」，「自制」という肯定的なイメージをもち，自己の HIV 感染リスクを否定した。夫

婦・恋人関係にある女性に対しても感染リスクはないと考えており，感染予防は取られてい

なかった。避妊はピルで行われることが多く，夫婦・恋人間ではコンドームは不自然かつ不

必要であると考えられていた。

結論 本調査では，調査参加者が性的放縦性を是とする伝統的な男性規範とは対照的な規範を生

成し，それが彼らのリスク行動を抑制していると推測された。新しい規範の生成を促したの

は，一つには農村農家の息子から工業団地の工場労働者への生活の変容であり，今一つに

は，エイズのリスク・グループと自己とを差異化しようとする意識であると考えられた。今

後も彼らの生活の安定と肯定的な自己イメージが維持され，恋人・妻との互いに独占的な性

関係が続けば感染リスクは制御されると推測される。しかし，その一方で，調査参加者の中

には不特定多数の関係にある人もいることから，夫婦・恋人関係における感染リスクが過小

評価され効果的な予防策が取られていないことは，彼らの間にリスクが潜在していることを

示唆する。今後，感染リスクはすべての性関係にあるという前提で工場労働者に対する効果

的な感染予防対策を講じることが必要である。

Key wordsエイズ，HIV 感染リスク，コンドーム使用，若年男性工場労働者，タイ北部

 緒 言

. 研究目的

世界の多くの地域で，思春期の若者や若年成人

の間に HIV 感染が広がっている1)。タイにおい

ても，これまでタイ保健省に報告された HIV 感

染者の約80は，20歳から39歳までの若年成人で

あり，異性間性交渉が主たる感染経路である。10

代の若者の性関係も活発になっており感染の低年

齢化も懸念されている2)。タイでは，1989年にタ

イ北部の商業都市チェンマイで働く女性性産業労

働者の HIV 感染率が44に達し，その後その顧

客である男性に感染が広まった。HIV 感染が一

般の男女に及んだ今では，思春期の若者や若年成

人の感染リスクは性産業だけではなく，恋人・友
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人間の性交渉を含む幅広い性関係にある3～7)。

若者の HIV/AIDS 問題に対処するには，彼/彼

女らの性関係と感染リスクの状況を，当該社会の

社会・文化的文脈において詳細に検討することが

必要である。若者への HIV 感染の広まりという

事実は世界各地で等しくみられる現象であって

も，どのように，なぜ広まっているのかというこ

とは，社会・文化的に多様であると考えられる。

今回，その一つの試みとして，タイ北部のランナ

工業団地（仮名，以下 LIE）で働く若年男性工場

労働者の性関係とコンドーム使用について調査し

た結果を報告する。

. 調査地

LIE は，タイ北部チェンマイ県チェンマイ市か

らランプン県に向うスーパーハイウェイを約25キ

ロ南下した地点にある。LIE はタイ国内の地域経

済振興支援政策のもと1985年に造成され8)，2000

年 3 月には，日系企業や台湾企業を含む多国籍企

業とタイ企業が併せて62社操業し，団地全体で約

30,000人を雇用していた。その約70はタイ北部

の出身で，残りは東北部や中央部からの出稼ぎ労

働者である。

LIE の造成は北部や東北部の若者に農業以外の

雇用の機会を与えたが，その一方で，この地域に

若い出稼ぎ労働者が集まることで HIV/AIDS 問

題も浮上した。LIE が位置するランプン県の

AIDS 患者数は1993年から1994年にかけて急増し，

1999年12月までに5,180人（人口10万人当り1,267）

の患者が報告された9)。全患者数の約80は20～

39歳の若年成人で，約94は異性間性交渉による

感染である。タイ国全体では，1999年12月までに

保健省に報告された AIDS 患者数は併せて

185,898人（人口10万人当り310）であり，その約

30（56,830人）は北部で報告されている10)。

 方 法 論

. 調査方法

本調査は，「北タイにおける女性工場労働者の

AIDS の認識とセクシュアリティの形成過程」と

いうテーマで1997年から2001年まで行われた主研

究の一部である。主研究では，医療人類学の視点

と方法論を用い，1997年 6 月から2000年 3 月まで

に合計13か月，LIE 近辺でフィールドワーク11)を

行った。今回は，1998年の年末から1999年の初め

に行った男性工場労働者との個別インタビューの

資料を中心に論じる。HIV 感染予防やセクシュ

アリティという個人的で複雑な問題は，アンケー

ト調査のような大規模な量的研究では見逃される

部分も多く，個別のインタビューのほうがより詳

細な知見を得ることができると考えた。HIV/

AIDS やセクシュアリティをテーマにする研究に

はフォーカス・グループインタビューもよく用い

られるが，性について公に語らない北タイの文化

においては個別インタビューのほうが適している

と考えた。

データの収集・分析において，参与観察，女性

工場労働者に対する調査，第三者評価，文献調査

の結果も相互に参照し，方法論的限界を補っ

た12)。個別インタビューを始める前に，調査参加

者の生活全体をまず観察した（参与観察)13)。調

査期間の大半は LIE 近辺で過ごし，調査参加者

の友人や家族と接したり，LIE で操業する A 工

場で合計 3 か月間実習生として勤務した。これら

の期間を経て，調査参加者とラポールを築き，深

い面接を行うための準備を整えた。主研究では，

女性工場労働者に対するインタビューとアンケー

ト調査も行った。その結果は別に報告している

が，今回の調査結果との整合性を吟味した14)。ま

た，調査助手（チェンマイ大学大学院生）2 人か

らのフィードバックと現地アドバイザー（チェン

マイ大学準教授）のスーパービジョンを得て，フ

ィールド調査全体が研究結果の妥当性を確保する

ための手続きとなるよう努めた15,16)。すなわち，

それぞれの方法で得られたデータは調査の過程に

おいて相互に参照され，そこから最終的に導かれ

た理論の妥当性は第三者の判断を通じて高められ

た。たとえば，男性工場労働者とのインタビュー

で得られたデータ内の矛盾や不一致はデータのバ

リエーションなのか特異なケースなのかというこ

とを参与観察のデータや女性工場労働者との調査

データに照らして吟味した。また，筆者が導いた

仮説や理論に反対する意見を調査助手や現地アド

バイザーから得ることもあったが，その時には再

びデータに戻り分析をやり直した。その際に，曖

昧な仮説や説明不足の理論は消去され，論理的一

貫性と整合性のある理論が最終的に導かれた。な

お，ここでの「妥当性」とは「真実性」や「信憑

性」という用語に代替可能なものであり，研究結
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資料 主設問からの抜粋

1) エイズについて聞いたことがありますか。

2) エイズを予防するにはどのようにすればよいですか。

3) 工場で働く男性にエイズのリスクはあると思いますか。工場の女性はどうですか。

4) あなたにとって一番恐い病気はなんですか。

5) これまで何か病気に罹ったことはありますか。いつですか。どのような症状でしたか。

6) エイズに関する情報をどこで得ましたか。

7) 休日には何をして過ごしますか。

8) 男性が婚前に性交渉をもつことについてどう思いますか。女性の場合はどうですか。

9) 男性が複数の女性と性関係をもつことについてどう思いますか。女性の場合はどうですか。

10) コンドームを使ったことはありますか。

11) どのように避妊していますか。
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果が真実であることを証明する時に使う用語であ

る17)。

調査参加者の選択には，友人の紹介を通じて知

り合った人や調査参加者から紹介された人に依頼

する方法（snowball sampling)18)を用いた。統計

学的に厳密な無作為抽出によるデータの一般化可

能性よりも，ラポールの深さによるデータの「真

実性」を重視し，ラポールが形成された人から順

次インタビューを進めた。そして，10代後半から

30代前半までの若者20人にまず面接を行い，理論

の焦点が明確になった時点でさらに 7 人との面接

を行った。その際に，サンプルが一部の特殊なネ

ットワークに限定されないように，参与観察の場

を広げ，職場，寮，出身地が異なる人々に出会う

可能性を高める配慮をした。

紹介された人には事前に研究の目的とインタビ

ューの趣旨・方法を説明し参加の意思を再確認し

た。学会報告や論文を含むいかなる場合において

も調査参加者のプライバシーを守ることも説明し

た。インタビューは，調査参加者の休日に彼らの

アパートや寮で実施した。インタビューでは，筆

者が団地での生活や仕事に関する簡単な質問を行

い，その後，タイ人男性の調査助手が，エイズの

知識と認識，HIV 感染予防，エイズと性に関す

る情報源，健康，ライフスタイル，友人関係，性

関係，避妊に関する質問を約 1 時間行った。参加

者の属性や家族に関する質問を最後に行った。面

接はある程度質問項目と質問内容を限定した半構

造化面接の方法を取り，主設問は筆者が事前に用

意した（資料 1）。個別インタビューの内容はす

べてテープに録音された。

. 分析方法

個人インタビューの分析は，The Ethnograph

v5.019)という質的データ専門のソフトウェアを一

部用い，次の手順で行った。1)テープに録音され

た内容を逐語訳し，英語に翻訳する（調査助手と

の共同作業）。2)英語に訳された逐語訳（以下，

「オリジナルテキスト」）を，27人のケース毎に

The Ethnograph v5.0 に保存する。3)すべてのオ

リジナルテキストをコード化する（内容的にまと

まりがある部分を選び，その内容を的確に示す言

葉をつけてゆく）。4) コード化されたオリジナル

テキストの断片をコード別に整理する。5)類似す

る意味や特徴をもつコードをまとめて，より包括

的で抽象的な概念を導く（カテゴリー化）。6)カ

テゴリーの重要度とカテゴリー間の関係を吟味す

る。7)オリジナルテキストに基づき，調査参加者

の性関係とコンドーム使用の経歴を作成する。調

査参加者の妻・恋人との個別インタビューやイン

フォーマルな会話から得たデータに照らし，矛盾

や追加の情報がないか確認する。8)先に導かれた

カテゴリーとカテゴリー間の関係を，調査参加者

の性関係とコンドーム使用の経歴のなかで再吟味

する。調査参加者の属性，職歴，感染リスクの認

識なども総合的に検討し，性と感染予防に関する

認識と行動のパターンを導く20)。9)フィールド調

査全体で得られた資料や既存の文献に照らして，

導かれたパターンを考察する。なお，4)から9)の

作業において，調査助手と現地アドバイザーから

のフィードバックを得た。6)から9)は，論理的整
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表 調査参加者の属性

属 性 調査参加者
(n＝27)

男性工場労働者全体
(n＝6,000)

年齢

19歳以下 1
2024歳 12
2529歳 11
30歳以上 3

10代後半から30代前半

学歴

小学校 2
中学校 5(2)

高校 11(3)
職業技術学校 7
大学 1
n/a 1

(一般作業職)
中学・高校・職業技術学校

(管理・技術職)
職業技術学校・短大・大学

職種

一般作業職 25
管理職・技術職 2

一般作業職 約80

管理職・技術職 管理・技術職 約20

婚姻

未婚 9
既婚 18

未婚 約50
既婚 約50

勤続年数

1 年以下 15
24 年 10
5 年以上 2

一般作業職 2 年～4 年

管理・技術職 4 年～6 年

出身地

北部 26
東北部 1

北部 70
その他(東北部・中部)30

概算

括弧内の数字は通信教育によるものを示す。

LIE 管理局年次報告資料と日系企業10社での人事担当者

とのインタビューより道信が作成。
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合性と経験的妥当性を高めるための作業であり，

カテゴリーとして導き出された調査参加者の意識

や行動パターンを，彼らの具体的な日常生活の中

に見出す手続きである。そこでは，カテゴリー化

の精密さだけでなく，個個人のデータの緻密さが

重要になる。

一般に，質的調査において，サンプルの代表性

がしばしば問題となり，結論を一般化して論じる

ことが困難であると言われている。しかし，類似

した研究課題や集団や方法を用いた既存の研究を

比較検討することで適応性の高い理論にすること

は可能である12)。本研究でも，既存の研究に照ら

して分析結果の適応性について吟味した。

 分 析 結 果

. 個別インタビュー参加者の特性

個別インタビュー参加者の属性は表 1 のとおり

である。男性工場労働者全体（約6,000人）の特

性との比較では大きな偏りはみられなかった。

調査参加者の性感染症の罹患歴については，イ

ンタビューで調査し，血清抗体検査は実施してい

ない。その結果，インタビューの時点でエイズや

他の性感染症に罹っていると答えた人はいなかっ

たが，過去に淋病に罹った人が 4 人いた。LIE で

操業する企業 3 社で筆者が聞き取り調査を行った

ところ，LIE で最初に HIV 感染者が報告された

のは1994年で，翌年にかけて団地全体で10人程度

の感染者が報告されたという。1999年に，ランプ

ン県衛生局と伝染病管理局地域10 (Office of Com-

municable Disease Control Region 10）のチームが

行った疫学的調査では，ランプン県の工場労働者

の HIV 感染率と梅毒罹患率は，ともに3.9であ

った。また，1994年に，同チームが LIE の工場

労働者499人（男性106人，女性393人）を対象に

調査を行ったところ，男性の HIV 感染率は

6.6，女性は1.3，梅毒罹患率は男女ともに

3.8であった21)。

. 生活の変化

ここでは，調査参加者の両親の所得・職業・学

歴と彼ら自身の所得・職歴・学歴とを比較し，生

活の変化を裏付ける資料を整理する。所得につい

ては，調査参加者の両親の年収は約 9,000～

36,000バーツ（約27,000～108,000円）であり，調

査参加者の平均月収は約5,400バーツ（約16,200

円）であった。管理職・技術職の場合，月収は約

7,000～15,000バーツ（約21,000～45,000円）であ

った。タイ全体の平均月額世帯所得は12,729バー

ツ，北部では10,253バーツである。中間層の一般

的な職業は公務員や民間企業管理職で，月収は約

10,000～20,000バーツ（約30,000～60,000円）で

ある22)。1999年の貧困ラインは月額所得886バー

ツで，これ以下の人口は 986万人，全体の約

15.9であった23)。北部では人口の10.6が貧困

ライン以下である。貧困層の多くは農家や日雇い

労働者である。

職業については，調査参加者の両親の職業は，

農業（20人），小商売（6 人），警備員（1 人）で

あった。家族が保有する農地の規模は，10ライ未

満（1 ライは0.16ヘクタール）の小さな農地が大

多数であった。調査参加者の職歴を見ると，職業
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表 性規範に関するカテゴリー

カテゴリー コード数 重要度

[新しい性規範]

1 恋人・妻との信頼関係 20 A
2 恋人・妻に対する愛情 11 B
3 家族に対する責任 9 A
4 恋人・妻に対する誠実さ 4 B
5 男女の平等 4 C

[伝統的性規範]

6 買春 32 A
7 婚外性関係 24 A
8 不特定多数の婚前性関係 13 B
9 伝統的な男らしさ 8 B

10 仲間からの圧力 5 B
[生活の変容]

11 転職 28 A
12 生活の安定 26 A
13 西洋近代化 7 C

表 感染予防に関するカテゴリー

カテゴリー コード数 重要度

1 買春・不特定多数の性関係をもたない 33 A
2 よい女性を選ぶ 22 A
3 麻薬にかかわらない 12 B
4 血液検査 12 B
5 コンドームを使用する 8 C
6 膣外射精 3 C

表 コンドームに対する態度に関するカテゴリー

コード数 重要度

1 不自然 18 A
2 恋人・妻以外の女性との関係で使うもの 10 A
3 不信感 9 A

4 感染予防 5 C
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や勤務先を頻繁に変えており，27人中17人は，農

業，雑貨販売員，警備員，建設現場の作業員，ト

ラック運転手などの，収入も名誉も低い職からの

転職であった。学歴については，彼らの両親のほ

とんどは小学校卒業か小学校中退であった。タイ

北部の農村では，彼らの両親の世代では小学校卒

業が一般的である。一方，調査参加者の 2 人を除

く全員が中等教育を終えていた。タイの現行教育

制度では中等教育前期（中学）までが義務教育で

あり，タイ全体の中学就学率は72.6，高校の就

学率は48.8である24)。北部農村の場合，タイ全

体の就学率よりやや下がると言われている25)。以

上のことより，調査参加者の両親は，貧困層ある

いは準貧困層（貧困ラインの100～120の所得を

有する層），調査参加者自身は中間層あるいは中

間層にやや近づいた位置におり，社会的地位が向

上したと考えられる。

. エイズの知識

エイズに関する調査参加者の知識は正確で具体

的であった。ウィルスは HIV と呼ばれ感染後一

定の潜伏期間があること，人間が持つ免疫能力を

低下させ日和見感染の症状が出ること，主要な感

染経路は性交渉，注射針の共有，輸血であるこ

と，エイズは不治の病であることを全員が理解し

ていた。知識の情報源は，テレビ・ラジオ・新聞

と工場での啓蒙活動である。このほかに，友人，

学校，病院，家族，そして近所の人々が挙げられ

た。また，調査対象者27人中15人に HIV 感染

者/エイズ患者の知り合いがおり，患者と話をす

ることや見舞うことで知識を得る人もいた。

. コーディング結果

次に，男性の性関係とコンドーム使用に関する

コーディング結果を示す（表 2 から表 4）。まず，

性関係に関するものとして，191コード・13カテ

ゴリーが導かれた。カテゴリーの重要度は，カテ

ゴリーを形成するコードの数，コードの規則正し

さ（調査参加者の考えや行動について，はっきり

としたパターンを構成するような規則性を持って

現れているか），コードの再現性（調査参加者そ

れぞれのデータにおいて，また，調査参加者全員

のデータにおいてもそのコードが繰り返し現れて

いるか），コードの社会・文化的文脈における意

味（調査参加者の生活全体においてそのコードが

もつ意味の重要性）の 4 点において判断され，A

（重要），B（普通），C（重要でない）に分類され

た。社会・文化的文脈における意味については，

主研究で行った調査も踏まえて判断された。

カテゴリー間の関係を分析すると，10のカテゴ

リーが，新しい性規範と伝統的性規範の2つに分

類され，前者は自己の性規範を示し，後者はエイ

ズのリスク・グループとしての「他者」の性規範

を表していた。新たな性規範の生成を促した出来

事として重要であったのは，「転職」（コード数28)

と「生活の安定」（コード数26)である。それらは

安全な性生活を送るようになった理由や現在の自
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分の行動規範を根拠づける内容に頻出した。

感染予防に関するものでは，90コード・6 カテ

ゴリーが導かれ，コンドーム以外の方法で予防し

ようとしていることが推測された。コンドームに

対する態度に関するものでは，42コード・4 カテ

ゴリーが導かれ，「不自然」・「不信感」などの否

定的なものが多かった。

. 性関係とコンドーム使用

1) 性関係

調査参加者27人のこれまでの性関係とコンドー

ム使用に関する情報は表 5「調査参加者の性関係

とコンドーム使用の状況」の通りである。この表

では，各横棒が調査参加者の性の経歴を示し，縦

縞で印した部分が女性性産業労働者との性関係，

薄い横縞は恋人との性関係，中央に点が付いた濃

い横縞は婚姻関係，そして斜線は不特定多数の性

関係をそれぞれ示している。コンドームを必ず使

用した関係のみ黒い点線で囲まれている。LIE と

印された箇所は彼らが工業団地に来た年を指す。

また，横軸の上段に年度を入れ下段にはタイ北部

におけるエイズ発生から現在までを点線で示し

た。彼らの婚姻状況，年齢，学歴は1999年 7 月現

在のものである。調査参加者のインタビュー時点

の恋人と妻について補足すると，2 人（#24と#25

の妻）を除く全員が LIE で働く工場労働者であ

った。この表の読み方について調査参加者#2（独

身・27歳）を例に説明すると，1987年から1994年

までの 7 年間に女性性産業労働者との性関係をも

ち，1994年に LIE で就職し恋人ができ，コン

ドームは使用したことがない，となる。

この表より，調査参加者の性の経歴に関する 2

つの傾向が見て取れる。一つは，買春していた男

性全員が LIE に来てから買春していないことで

ある。具体的には，調査参加者27人中，買春の経

験がある男性は12人（#24, #6, #7, #10, #12, #14,

#15, #17, #20, #21）で，このうち LIE に就職した

と同時に買春をやめている人は 8 人（#24, #7, #

10, #12, #14, #20）である。このうち結婚と重な

る人は 2 人（#12, #20）で，恋人ができたことと

重なる人は 6 人（#24, #7, #10, #14）であった。
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就職に関係なくやめている人は 4 人（#6, #15, #

17, #21）で，そのうち 2 人は結婚（#15, #17），1

人は恋人ができたこと（#21），残りの 1 人（#6）

はエイズ蔓延を契機にやめたと考えられる。今一

つは，1 人（#1）を除く全員が LIE において特定

の性のパートナーをもっていることである。これ

には，LIE に来る以前から特定の恋人・妻がいた

8 人（#6, #11, #15, #17, #21, #22, #24, #26）も含

まれる。LIE に来てから特定のパートナーを得た

人は18人となる。不特定多数の性関係について補

足すると，既婚男性 2 人（#10, #13）があると答

え，その相手はいずれも同じ工場で働く女性であ

った。

2) コンドーム使用

表 5 に示したように，女性性産業労働者との性

関係においてコンドームを必ず使用したという人

は，買春の経験がある12人中 4 人（#3, #4, #6, #7）

で，ほか 1 人（#12）は1991年以降に限られる。

妻・恋人との関係で必ず使用しているという人は

26人中 1 人（#5）で，不特定多数の関係では 2 人

のうち 1 人（#13）であった。全体としてコンドー

ム使用の低さが明らかであるが，次に，各関係に

おけるコンドーム使用/不使用の理由を，先に導

いたカテゴリーとカテゴリー間の関係も参照しな

がら分析し，HIV 感染リスクの認識と予防に対

する態度についてまとめる。（カテゴリーは【 】

により示す。）

 CSW との関係におけるコンドーム使用

CSW との関係でコンドームを使用していた 5

人の理由は，「先輩からのアドバイスを受けた」

（#6）と「感染しないよう用心していた」（#3, #4,

#7, #12）の 2 点にまとめられた。使用しなかっ

た人の理由は，「コンドームは【不自然】だから

使いたくなかった」（#10, #14, #21），「深く考え

なかった」（#15, #20），「【膣外射精】で感染を予

防できると考えていた」（#10, #17）の 3 点にま

とめられた。コンドームは「性交渉の自然な

（thammachaat）プロセスを妨げるから使いたく

ない」というのは彼らに共通する認識であった。

また，膣外射精は，避妊や STD 感染予防とし

て，エイズ蔓延以前から広く用いられている方法

であるが，コンドームよりも自然とみなされてい

た。

 不特定多数の関係におけるコンドーム使用

調査参加者#13は，ガールフレンドとの関係に

おいて，自分の【感染予防】のためにコンドーム

を必ず使用したと言う。一方，調査参加者#10

は，交際初期の頃は感染を用心して使用したが，

その後は特に病気に罹った様子もなく，相手を

【信頼】して使用をやめたと言った。

 恋人・妻との関係

恋人との性関係においてコンドームを使用して

いると答えたのは調査参加者#5 のみである。彼

はオジと友人をエイズで亡くし，「彼女を疑って

いるわけではないが，予防は個人の心掛け次第で

ある（yuu thii tua rau）」と主張し，「今一番心配

していることは病気になって職を失うことだ」

と，病気に対する強い警戒心を示した。

コンドームを使用していない残り25人の理由は，

◯【買春や不特定多数の性関係をもっていない】

ので自分は安全である（23人），◯彼女は【よい

女性】（phuu ying dee）であり【信頼】できる

（25人），◯避妊にはピルを使っておりコンドーム

は不必要 （20人）の 3 点であった。

◯ 肯定的な自己イメージと HIV 感染リスク

自分には感染リスクはなく安全であると述べた

のは，不特定多数の関係にある 2 人を除く23人で

あり，過去に買春の経験がある11人も含まれてい

る。リスクはないと考える理由を深く掘り下げる

と，定職を得て【生活が安定】していること，

【恋人・妻との信頼関係】を築いていること，【家

族に対して責任ある行動】を心掛けていること，

【恋人・妻に対して誠実】であること，教育があ

ることなどが挙げられた。その反対にリスク要因

として，【買春】，【伝統的な男性規範】，【仲間か

らの圧力】，教育・知識のなさ，などが挙げられ

た。このような自己の特性・行動規範とリスク・

グループの特性・行動規範との対立は先のカテゴ

リー分析の結果と一致している。すなわち，調査

参加者の HIV 感染と非感染の説明には，次に示

すような自己とリスク・グループとの差異化がみ

て取れる。彼らは一貫して，「タイにおける HIV

感染の源は女性性産業労働者であり，リスク・グ

ループは買春をする人々や買春において予防をし

ない人々である」と言う。具体的には，工事現場

や果樹園で働く日雇い労働者，小作農民，トラッ

ク運転手，山岳民族，10代の若者を指し，次のよ

うに言う。「彼らにはエイズの知識はありません。
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彼らには小学校程度の学歴しかありません。エイ

ズ教育は小作農民には無縁です。」（#2）「トラッ

ク運転手は，運転の途中でガソリンスタンドやレ

ストランに寄って酒を飲んだ後，近くの売春宿に

泊まるのです。よくあることです。彼らはその日

稼いだお金をすべて買春に使います。」（#3）調査

参加者の多くは，買春しているこれらの人々にこ

そ感染リスクがあると考え，自分自身のリスクを

次のように否定する。「私たちには学歴があり，

分別があり，工業団地で安定した職を得ていま

す。会社にいる男たちは買春しません。」（#11）

「工場や地域のエイズ教育に参加し十分な知識が

あります。」（#21）「私にはリスク行為を自制する

（kwabpkhum）能力があります。」（#2）「よい行

いを心掛けています。飲酒や買春をやめて，ス

ポーツや映画鑑賞のような健康的な趣味をもつこ

とです。」（#17）

これらの発話が示すように，自己の感染リスク

の否定はしばしば工場労働者としての成功の語り

と肯定的な自己イメージによって根拠づけられて

いた。肯定的な自己イメージの生成に LIE での

就職・転職と生活の安定が重要な役割を果たした

ことはカテゴリー分析からも推測されたが，次の

事例はそれをもっとも如実に示した。

事例調査参加者#20（デン，33歳）

デンはチェンマイ県の小作農の家に生まれ，幼

少の時，セメント工場を経営する伯母の家に預け

られた。中学卒業までそのセメント工場で働き，

その後アルバイトをしながらチェンマイ県チェン

マイ市の職業学校を卒業した。チェンマイ市で

は，売春宿が密集する S 地区で客引きの仕事を

していたこともあり，次のように言う。「麻薬や

賭博や買春をして何も恐れず遊んでいました。一

緒に客引きをしていた友人はつぎつぎにエイズに

なり，数えると18人位です。友人がエイズになっ

たことを知るたびに自分もいつかそうなるのでは

ないかと不安になります。」デンは，このような

危険な生活を送りながら職業学校を修了し，LIE

の工場が技術系の作業員を募集していることを友

達から聞いて試験を受けた。試験に合格し，LIE

に移ってから現在まで11年間働いている。妻と 2

人の子どもがいる。日系企業の管理職に就いてい

るが，週末には日本語を独学で学び大学の公開講

座も受講している。月収は14,000バーツである。

デンは，麻薬も賭博も買春もやめて，家族との平

和な生活を営むことが何よりも大切であると語っ

た。また，リスクのない平穏な生活を送ることは

彼と家族の社会的地位を維持するためにも必要で

あると言い，「この団地に来てからは危険なこと

はしない」と，断言した。

◯ 恋人・妻に対する認識

調査参加者が恋人・妻との関係においてコン

ドームを使用しない第 2 の理由は，恋人・妻に対

する肯定的な評価である。「よい女性」（phuu

ying dee）とは，性のダブルスタンダードで女性

を「貞淑な女性」と「性的にふしだらな女性」に

二分した時の前者を示す言葉であり，後者は一般

に「悪い女性」（phuu ying mai dee）と呼ばれ

る14)。自分以外の男性とは性関係を持たない【よ

い女性を選ぶ】なら予防は必要ないと彼らは考え

ており，具体的には次のように言う。「故郷にい

た時からの知り合いで，よく見て（du dee dee）

選んだから安心できます。」（#6），「容姿ではなく

性格のよい（nisai dee）女性を選んでいるからコ

ンドームは必要ありません。」（#9）「彼女は礼儀

正しい（riaprooy）人です。」（#22）

◯ 避妊と HIV 感染予防

コンドームを使用しない第3の理由は経口避妊

薬の使用である。彼らの多く（#3, #4, #615, #18,

#19, #2123, #2527）は，「（恋人・妻が）ピルを

飲んでいてコンドームは必要ない」と言う。避妊

法として，ホルモン注射（#16, #24），ノアプラ

ント（#17），妻の不妊手術（#20），膣外射精（#2）

と答えた 5 人を加えると，26人中25人はコンドー

ム以外の方法で避妊していた。コンドームで避妊

と感染予防の両方を行っていたのは調査参加者#5

のみである。この 1 人を除く全員に共通するの

は，コンドームは【妻・恋人以外の女性との性関

係における STD 予防】という特別な状況で使わ

れるものであり，妻・恋人には使わないのが普通

であるという意見である。また，自分の妻はピル

を飲んでいるのにコンドームを使えば，感染予防

を意図していることを示し，互いの【不信感】を

生むので使いにくいという人もいた。

 考 察

今回の調査では，農村から団地への移動，定職

の獲得，収入の安定，社会的地位の向上，結婚な
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どの生活の変化を経験したことにより，調査参加

者が肯定的な自己イメージと新しい性規範を生成

していること，それが伝統的な男性規範と対照的

であること，そして，その肯定的な性規範に沿っ

た性行動が彼らの感染リスクをある程度抑えてい

ることが推測された。その一方で，夫婦・恋人関

係におけるリスクは過小評価され，彼らが潜在的

なリスクを抱えていることも推測された。これら

は，生活の安定，社会的地位の向上，男性規範の

変容，コンドームの象徴性，感染予防と避妊との

関わりなどが複雑に交叉した現象を示すものであ

る。以下では，分析結果を整理し，主研究の研究

結果と先行研究の知見も加えて総合的に考察する。

第 1 に，彼らの多くは小規模農家の息子として

生まれ，中等教育や高等教育を修了し，工業団地

で職を得ている。社会的地位の低い職から転職し

た人もいる。工業団地には世界有数の外資系一流

企業が操業しており，充実した福利厚生，企業内

研修や海外研修に参加する機会など，農業や日雇

い労働では得られない名誉と恩恵を得ている。こ

のような社会的地位の向上と生活の変容はタイ社

会全体における生活水準の階層間格差を考えると

取るに足らないものとも言える。しかし，タイ農

村に生まれた若者にとっては日常生活を大きく変

えるものであったと考えられる。

第 2 に，若い男性の間で，自由で奔放な伝統的

行動はある程度考え直されていると推測する。

Alan Greig ら26)は，男性の性的放縦性を容認する

男性規範が世界各地でみられ，多くの男性を病や

死の危険にさらしていると述べた。タイにおいて

も，男性の性的放縦性は自然のことであるという

性規範が，男性の不特定多数の性関係や買春を社

会的に容認しエイズ蔓延を拡大した27～29)。しか

し，伝統的な男性規範はエイズ蔓延を経て変わり

始めており，本調査参加者の間では，社会的地位

の向上と生活の安定がリスク・グループとは対照

的な自己イメージと男性規範の形成を促したと考

えられる。

工場内や工業団地近辺での参与観察において

も，彼らは勤勉に働き，一日の大半を会社で過ご

し，繁華街に行くのは休日の夜に限られる場合が

多かった14)。休日には，魚釣りや会社対抗のフッ

トボールの試合に参加したり，寮で洗濯・掃除を

して過ごす人も多い。恋人・妻がいなければ男性

同士で遊びに行くこともあるが，いれば 2 人で一

緒に過ごすことが多い。休日に通信教育を受けた

り専門学校に通う人もいる。男性の中には平日の

夜中にバイクを飛ばしたりレストランに屯する人

もいたが，男性工場労働者の全体像を示している

とはいえないほどの少数派であった。

女性工場労働者に対する調査でも，勤勉に働き

田舎に残る家族に送金をして「よき娘」としての

役割を果たしていること，恋人とは互いに独占的

な性関係を形成したいと考えていること，それに

より「よい女性」としての自己の名誉を保とうと

していることが示された14)。彼女らは，「独占的

愛」という概念で恋人との性関係を語り，売買春

や不特定多数の性関係のような軽率な性関係とは

異なる，互いに独占的で忠実な恋愛関係にあるこ

とを主張した。独占的で忠実な関係は HIV 感染

の予防対策であると同時に，性的に「ふしだらな」

女性とみなされることを否定する戦略である。彼

女らは，勤勉で品行のよい工場労働者という自己

イメージをもち，女性性産業労働者や不特定多数

の性関係をもつ女性，すなわちリスク・グループ

との差異化を試みていた14)。リスク・グループと

自己とを差異化しようとする意識は男性工場労働

者との個別インタビューにおいても顕著であり，

工業団地で定職を獲得し社会的地位の向上や生活

の変容を遂げたことが肯定的な自己イメージの形

成に至っていることは工業団地で働く若者に広く

共通することと考えてもよいと思われる。

社会的地位の向上が肯定的な自己イメージの形

成を促し感染リスクを抑える可能性があること

は，社会階層と HIV 感染リスクとの関わりを調

査した VanLandingham ら28)の知見にも通ずる。

この調査では，タイ北部の都市チェンマイの大学

生，デパートの店員，兵士，日雇い労働者を対象

としたアンケート調査から，社会的地位が比較的

低い兵士や日雇い労働者の間に感染リスクの高い

性行動（売春宿に頻繁に通い，コンドーム使用の

頻度も低いこと）をもつ人が多く，社会的地位が

比較的高い大学生やデパートの店員には少ないこ

とを明らかにした。LIE の工場労働者の場合，

LIE で働くことで給料は安定し，妻も一緒に働い

ていれば給料は 2 倍になり公務員の給料を上回る

こともある。社内の昇級試験を受ければ職長や管

理職への道も開ける。こうして社会・経済的地位
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が上昇することでリスクの高い環境から脱するこ

とが可能であるし，「安全な」性規範の形成も促

され，感染リスクを制御すると考えられる。

肯定的な自己イメージの形成には，エイズに付

与された道徳的意味の作用もあると推測する。タ

イは仏教国であり，仏教において性の売買は罪と

され，それに関与するものへの道徳的処罰として

エイズがあるという考えは一般のタイの人々に広

く共有されている7)。性的放縦性を男性規範とす

る思想は，バラモン教の影響を強く受けた貴族階

級で発達し，のちに貴族階級から都市の新中間層

へ，そして農村の男性にも徐々に広まり，買春は

社会的に容認されるに至ったと言われている30)。

しかし，エイズ蔓延を経て買春に対するタイの人

々の意識は変わっていると考える。買春と，麻

薬，喫煙，賭け事，飲酒など買春を連鎖的に導く

とされる行為の総体が男性の「不道徳な行為」と

して批判の対象となり，病いは不道徳な行為を行

った結果であるという仏教的な思想が活性化しエ

イズに反映されているという指摘もある31)。調査

参加者に感染予防について尋ねたところ「よい行

いを心掛けている」と述べた人が27人中23人いた

が，仏教的思想の活性化を示唆している。

ただし，LIE で就職してからも不特定多数の性

関係をもっていた人が 2 人おり，この 2 人につい

ては若干異なる視点から解釈する必要がある。2

人に共通するのは慣習的な男性規範を維持しつつ

感染の危険を回避しようとする行為であり，買春

していないという点では他のケースと一致してい

る。不特定多数の性の対象を性産業労働者以外の

女性とすることで感染を避けようとする傾向はタ

イの男性に広くみられるが，本対象者の場合に

は，その傾向が自己の肯定的なイメージの構築と

維持とに深く関わっていることに特徴がある。結

論すれば，この二つの事例は規範の生成の仕方が

他の男性工場労働者とは異なっており，リスクが

低いと彼らが認識する女性を選別することで感染

を避けて，それにより自己の名誉と社会的地位を

保とうとしていると解釈する。

第 3 に，彼らに感染リスクが全くないのではな

く，恋人・夫婦関係や不特定多数のガールフレン

ドとの関係における感染リスクの存在は過小評価

され，予防がほとんど行われてないことから，こ

れらの関係において感染リスクは潜在していると

思われる。互いに排他的で独占的な性関係を続け

ていれば異性間性感染のリスクはない。しかしそ

の後夫婦関係が不安定になることもあれば，失職

して不安定な生活に戻り，慣習的な性規範が復活

する可能性もある。そうしたときに感染リスクの

認識が低いままならば，感染の可能性は高まるだ

ろう。

ランプン県衛生局によると，工場で働く男女の

HIV 感染の主たる感染経路は性行為感染であ

り，売買春，不特定多数の性関係，夫婦・恋人関

係など，感染の場も複雑化しているという。団地

近辺にも売春宿があり，1997年の経済危機以降，

チェンマイ市に住む一般の主婦が子供の学費や生

活費を稼ぐために売春をするケースがあるとい

う。筆者が直接インタビューした女性にはいなか

ったが，工場労働者の中にも売春をして借金の返

済に充てる人がいるという話を聞いた。また，特

定の婚前性関係にある人の中にも，3 か月から半

年程度の短い期間に次々にパートナーをかえる人

も少数ながらいる。このような状況で，工場で働

く男性の感染リスクに対する認識が低く，コン

ドームの使用が徹底していないならば，感染の広

まりは起こりうる。

 結 語

本研究では，社会的地位の向上と生活の安定と

それによる肯定的な自己イメージの形成が調査参

加者の HIV 感染リスクを抑制していることと，

その一方で，感染リスクを否定し予防行動をほと

んどとらないために彼らが潜在的な感染リスクを

抱えていることを論じた。これらの関係性のより

高度な一般化を目指すには，理論的サンプリング

を行い男性工場労働者内部の多様性を吟味するこ

と，リスク・グループとの比較を行うこと，そし

てアンケート調査などの量的な研究手法も積極的

に取り入れて複合的な視点で検証する必要があ

り，今後の課題である。

本研究の結果は，暫定的なものであっても，

LIE で働く男女の HIV 感染に対処するためのい

くつかの方向性を示唆している。第 1 に，これま

でのように買春のみを想定した感染予防教育で

は，工場で働く男女の感染リスクに対する認識を

高めることはできない。恋人・夫婦関係における

感染リスクを見極めることは非常に困難であって
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も，感染リスクは誰にでもあるという前提で啓蒙

活動を行うことが必要である。第 2 に，生活の安

定は肯定的な性規範の形成を促し HIV 感染リス

クをある程度制御すると考えられることから，雇

用の安定を図り貧困層の若者の生活改善を目指す

持続的な対策が必要であろう。通貨危機以後のタ

イの経済も回復の兆しが見えず，LIE の多くの企

業も新規採用を控えることや希望退職を募ること

で事態に対処している。失職して不安定な生活に

戻る若者が増加することが懸念される。第 3 に，

タイにおける家族計画と性感染予防対策の歴史を

振返り，ピルは避妊，コンドームは性感染予防と

してそれぞれが排他的に推進されてきたことが，

恋人・夫婦関係におけるコンドームの普及を妨

げ，エイズ予防対策にマイナスの効果をもたらし

ていることを認識することが必要である。その上

で，コンドーム推進を家族計画にも積極的に取り

入れるなどの対策を講じ，コンドームに対する特

殊なイメージを取り除くことが早急に望まれてい

る。
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SEXUAL RELATIONS AND CONDOM USE AMONG YOUNG MALE
FACTORY WORKERS IN NORTHERN THAILAND

Ryoko MICHINOBU

Key wordsAIDS, HIV risk, condom use, factory workers, Northern Thailand

Purpose This article analyzes sexual relations and condom use among young male factory workers at an
industrial estate in Northern Thailand, so as to clarify their HIV risk situation.

Methods The analysis is based on data obtained from a total of 13 months of ethnographic ˆeld reseach at
an industrial estate between June 1997 and March 2000. During this period, I interviewed 27
male factory workers, gathering information on their knowledge and awareness of AIDS, HIV
preventive behavior, lifestyles, relations with friends, sexual relations, health, and contraception.

Results This study identiˆed the emergenence of positive self-images among participants as diligent and
respectable factory workers, as a result of life changes, such as having a stable job at the estate and
improvement of their social status. Having a wife/lover also stabilized the sexual life, as they tried
to avoid sexual relationships with commercial sex workers. All participants had accurate
knowledge about HIV/AIDS. They had negative images of HIV risk groups such as“poor,”

“uneducated,”and“sexually promiscuous,”which stood in opposition to their positive self-
images such as“ˆnancially stable,”“educated,”and“self-controlled”, Such formation of self-
images resulted in the denial of their risk potential. Believing that their sexual partners posed no
risk of infection, they hardly ever took HIV preventive measures. In marriage and loving
relationships, oral pills were mostly used for contraception, and condom use was seen as unnatur-
al and unnecessary.

Conclusions It was inferred from the present study that formation of new sexual norms in opposition to
traditional sexual norms of Thai men that value sexual philandering would possibly control their
risk-taking behavior. New sexual norms emerged as a result of their life and status change from
sons of peasants' families to factory workers, and also their conscious eŠort to diŠerentiate them-
selves from HIV risk groups. Insofar as their life remains stable and their mutually exclusive rela-
tions with their wife/lover are maintained, they should have no risk of infection. However, some
of the participants in this study were in multiple sexual relationships and almost all of the par-
ticipants did not take any preventive measures, suggesting a potential hazard. EŠective HIV
prevention campaigns for factory workers that clearly state that every sexual activity involves a
potential risk of infection are repuired.
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